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不二越鋼材株式会社納

補強ロール房区動四垂冷間圧延機完成

特殊鋼の冷間帯鋼圧延ほ.普通鈷の場合と異なり托妊

抵抗が非亨附こ大きいため種々くふうされた形式の圧延機

が使用されている.､すなわちセノジマー圧延機,Y形比

延機,六段圧延機,補強ロール駆動四弔圧延機などがあ

F),いずれも作業ロール径をできるだ(す小さくL.特殊鋼

を能率よく,うすものに圧延するのが目的である｡二.

今回不二越鋼材株 ほ軸受銅およ

び工具鋼シート用で補強ロール駆動式が採用され､ミル

本体,前後両テーブル,デパイラ.パイラよりなり,その

補助設備とL.て機腫化された供給装~置｣シート推積装置

などを有し･,さらに作業ロール径が250¢および180¢

の二種類に使いわけることができ,その圧延

自動化の点で最新式のものである..てJ

おもなる仕様は下記のとおり

度,能率,

作業ロー′レ寸法…………… 250¢,180¢×700I｣mm

補強ロール寸法………………………750dx700Llllnl

成 品,,‥.9＼0.64tx600Wxmax.2,750Lmm

主電動機……220kW60(〕600rpm H楯誘導電動

消防用排煙送風機完成

日立製作所において消防用排炸送敵機の--･号機およぴ

~~二弓･機がこのほど完成し,名ホ掃i-け消防才一請および東京消

防庁に納入され′ニ､

本機は,地下商店街,劇場などにおける消火活動と人

命救助および観客の退避援助のため煙の排Ju研了うもの

で,消防排煙車に搭載さかており10nkWのガソリンエ

ンジンにより駆動さか,綿布製の排炸モアに上り煙を排日

:●､

この瞳排凪機ほ,本邦においては小形のものか

台Lかなく最近のビルラッシュによF)地下街などが急激

iこ増加しており,今後続々と各都市の消防 に採用され

る見込みであり,本磯か大きな威力を発揮することが期

待されている｡

本機ほ消防排煙車に搭載されるため高速回転にし軸受
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第1図 補強ロール駆動l塑重冷間圧延機

第2図+名高■程前椚防り納排煙中

台ほケースと--イ如こして形態を′卜さ､こしじ-,さらに排煉

管を簡単かつ迅速に取り付けられるように考慮してあ

る｢､

名古屋市消防局納排煙送風機仕様

形 式……………片吸込形ターボフアン,Ⅴベルト掛

風 見…………………………………………400m3/min

風 圧….
....700mmAq

温 度……………………………………………… 500C

回転数………………………………………… 2,450rpm

原動機………………………1_0〔)kWガソリソエソジソ



日 立

東京消防庁納排煙送風概仕様

形 式‖…‥
.け吸込形クーーポ7-rン,V/こノL

卜掛

吼
_㌫二………………………………………

4501113/nlin

帆 ‖∴
‥.600mmAq

温 度……………………………………………… 500C

回転数………………………………………… 2,400rp11ュ

原動機………………………100kWガソリンエンジン

aEロボリエチレン管用可鍛鋳鉄製継手

近来用途によ一1てほポリエチレン管による配管方式か

採用されるようになってきたれ この接純子'那にほ‖∫鍛鋳

鉄製の継手を使月｣することが極めて有効である′_.

刊軋 日立金属工業株式会社では,定評ある8印■症蝦

鋳鉄製管継手の一環として硬,軟内抑l~1継手の牛薙を始

め,一般の好評を得ている.｡

ポリエチレン管を配旧する場合の接続法として,普通

ツ/ミ返し法とテーパージョイント法が用いられ,その際

結合部の強度,結合部の気軒址,工･圭fの容易さなどが構

になる..

8印ポリエチレン矧l一回鍛鋳鉄製継丁ほ,独得の方式

によっで卜分にこれらの条件を満足しており,水道用軟

質管,硬質‡符および一般用傲慣苫,傾釈管のいずj･`いこも

使用できるものである｡品種ほ6種類が硯~在化産されて

おり,サイズほ呼び(号′も)から(2)までが川志されて

いる(=.このほかにもが三文によってほ,行種用途に応じた

継一手の製造が可能であるこ-〕

なお,外観ほクロムメッキを施してあるので,也ふ′)て

_美麗である｡
品櫨名称ほつぎのとおりである`.

ツバ返しユニオン(図参照)

ツバ返しフランジ
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ノ･･r＼吏しユニオン

り工チしン管

メニ~㍗ンけ〒-バーユニオン

ら′iニ=弐†凸帥iてリエチレン管用可鍛釣劇■別

離丁･使用状態ぷ弾掴

テーパーユニオン

オネジ什テーパーユニオン

メネジ付テーパーユニオン(l文l参!lてり

テーパーコ7継手

ガ ラ ス布基材MCL

lてIjん仙'帖緑川銅箔接着損層板(MCL)ほ,便川上の利

点か明王かにされるにつれて,さらに甜斐の巧剖､′l三をイj▲す

るものまで要求されるようになり,このトー川勺を満すため

に製.拓イヒしたのがガラス軒別卿~tJしたMCLである..

ガラス布を使用したMCLにほ,ポリエステルガラス

MCL,メラミンガラス MCL,エポキシガラス MCI,か

あり,それぞれ第l表にホす性能をイj▲し併.-㌻Jしてある川

第1表 カ~ ラ ス ノ.〔･†‥1各種MCLの 性伯



仁､卜しミーニいょキ｢-ン丑巨]日

途に好適である.-.粕こポリエステノし〝

ウノ←MClノほ‥新王錐､川三(･こす-■∴巨,ノ

ラミンガラスMCLは,耐ア一刀鮎こ

すく'れ,エポキシガラスMCIJは,

耐渥,塙都南瑠三を右しているから,

rJJJ
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･~｣二機才昔の特殊部品として今後その晰11

が期待できるものである.,

日立シームレスワニス

バイアステープ
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25 斗0.5

汀
.三It験t上JtS〔'2120(19封トト∵上る

ムドテーゾ)と異なf),淋】【のないテーゾで,j)がい､ミlで

始めでrj~!:舵化されたものである._.

耶l二1があると肴椛機岩;手の絶縁鮎こ仙川したときそのj･J壬

さでスペースファクターが低下するれ シームレスワニ

スノミイアステープを使‖するとそのノ∴(スペースファクタ

ーがよくなる.._.また気温が変動してもシームレスワニス

バイ7ステープは伸長度の変化が少たく,張ルを加えす

■【王′最射出および揖一千板㍑の･性能
編集後記 の声=二と長寿命化.与川舛乳量化に

小叫■欠の聞･係にある㍍宗経線材料

㍑.r-㌻収化′チの発達と各種の廿椚サ用H'即トけ巳とによりl_l

ましい発jlきを示しノており,耕しいすぐれた粁比をもノつ

黒古lか続々と発表されているr_.電気機郡.最イ牒㍑二たが‥1

りの･根源をなす佗り閻発と,電力止､用の帰陣となるもの

~たけ(･こまことに〉題号'iすべきことである.

◎

木.誌におい■てほ,=片和31年･3月別冊1ニうり･とし′て絶絨･†･ノづ■

料斗卜某ぢ･を発子｣二しノ,一当時の絶縁材料に関するi'l長打の技術

の吠†｣ミを収録,.ミ■占妃より維.詔をいただいた.以来守~料の

,進境に従いi肛発された骨沌=,および新H~料を川いた絶縁

■臣税にl判する報告は,その都度汁通ぢに数多十陽版Lて
きたカ㍉ 最近の特筆すべき研究ならびに開発の成県を井

ノこ収して∴ ここに絶縁材料特集号欄2某を読一月･諸~彦に㈹

日 立評
壬ム.

石岡 別冊 No.3†

絶縁材料特集号第2集

昭和:う4圧･7月25=r二l川り tl告和34`7卜7=31トl発子l

イ禁 無 断 転 載_ノ

右 仙1郁.10〔)l■j =玉村 24 い=

め1959l〕y HitachiHv()l'O11Sha

スチトーソの情性

附け一丁王
絶縁破壊佗口三r.k＼･･rl
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ぎで絶紘l耐力〟)低卜す-るr[うな欠∴■､けこ■なくなり,-iヱ~11作

_甘が容易に庖る._.さらに1■晶温度テーピングマシンによる
テーピングに際1_ても雛1二ほゝら切j■しるおそれがないなど

のすく'-れた特1ミがある｡.

柑′!:はすべてJIS C2342(1954)を満足しており,

弟2表に示L.たっ

ることにした.

◎

現在言=~Jのまととなっていくノホリエチレンの放射線加

工ねtiこび対‖十村汗リブロビレンの特性に関する報こr;･をは

じめとしノ.J桐･lとされた13描の論文ばいずれも‖正製作明

に【bけるj封′ドfの収.り上の-一朝で,わがI玉1の経線村村の.現水

iう(享を:丁:すものとしてまことに鉦重な,論文である.=.

◎

巷頭∴にほ~吏京~l~ニー美大学教接神明津1:上の._トミ梢をいただ

＼ことか'できた｡トトl_二の豊Hな御経験エリ材料が問題･こ

なる場合な身近かな揖気磯一扶を例i･･ことられて~=二つに分糾

され 二里ポー紆性能の向上にほこの材料に対するm題の対

策を用ぃ卿こ協議,検討する組織が肝要であると説かれた

もので,まことiこ帆徳すべき卓論一亡あるし,イこFプ･がこの.~l二

梢をえて,-･毀と一光杉を放ちえたことをふ■亡君とともに~ト■与

びた1.
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